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戦
後
の
在
日
朝
鮮
人
の
児
童
・
生
徒
に
は

教
育
を
受
け
る
機
会
は
確
保
さ
れ
て
い
た
の
か
…
…

朝
鮮
人
学
校
の

戦
後
在
日
朝
鮮
人
教
育
行
政
の
展
開

子
ど
も
た
ち

著
者
は
、長
年
、京
都
市
の
公
立
学
校
に
お
い
て
在
日
外
国
人
教
育
、特
に
在
日
朝
鮮
人
教
育
に
携
わ
っ
て
き
た
が
、そ
の

中
で
様
々
な
問
題
に
直
面
し
、な
ぜ
そ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
た
の
か
多
く
の
疑
問
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。私
と
は
そ
の

頃
か
ら
の
つ
き
あ
い
で
あ
る
。定
年
退
職
後
、大
学
院
に
入
っ
た
著
者
は
、在
日
朝
鮮
人
の
教
育
史
、朝
鮮
人
学
校
の
歴
史
を

調
べ
始
め
た
。最
初
は
、何
の
資
料
を
ど
の
よ
う
に
調
べ
れ
ば
よ
い
か
、手
さ
ぐ
り
の
状
態
だ
っ
た
が
、あ
る
時
か
ら
資
料
の

探
し
方
、調
べ
方
の
コ
ツ
を
つ
か
み
、こ
れ
ま
で
の
研
究
が
利
用
し
て
こ
な
か
っ
た
資
料
を
発
掘
し
始
め
た
。

特
に
、一
九
四
九
年
の
朝
鮮
人
学
校
に
対
す
る
弾
圧（
学
校
の
財
産
没
収
や
学
校
・
教
員
の
認
定
取
消
し
と
閉
校
の
処
分
）を
め
ぐ

る
地
方
自
治
体
の
行
政
文
書
を
探
し
出
し
、資
料
に
も
と
づ
い
て
こ
れ
ら
の
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
よ
う
に
な

っ
た
。そ
の
た
め
に
京
都
を
中
心
と
し
て
西
日
本
各
地
の
自
治
体
の
窓
口
に
出
向
き
、自
治
体
が
保
存
し
て
い
る
行
政
文
書

を
発
掘
し
閲
覧
し
た
。そ
れ
は
根
気
の
い
る
作
業
で
あ
り
、真
実
を
追
究
し
た
い
と
い
う
著
者
の
熱
意
が
な
け
れ
ば
な
し
え

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、こ
れ
ま
で
日
本
教
育
史
、教
育
行
政
史
研
究
が
視
野
の
外
に
置
い
て
き
た
在
日
朝
鮮
人
の
教
育
史
を
め
ぐ
る
問

題
を
多
面
的
に
掘
り
起
こ
し
た
研
究
で
あ
り
、教
育
者
と
し
て
歩
ん
で
き
た
著
者
の
問
題
意
識
が
生
み
出
し
た
貴
重
な
研

究
で
あ
る
。

本書を推薦します

水野直樹（京都大学名誉教授）

本
書
は
、一
九
四
五
年
の
敗
戦
か
ら
一
九
五
五
年
ま
で

の
時
期
を
対
象
に
、在
日
朝
鮮
人
の
学
校
教
育
を
規
定
し

て
き
た
行
政
の
特
徴
を
、占
領
軍
・
日
本
政
府
・
地
方
自

治
体
そ
し
て
朝
鮮
人
団
体
な
ど
様
々
な
主
体
の
認
識
や
交

渉
過
程
に
即
し
て
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
脱
し「
自
主
的
」な
教
育
を

求
め
る
在
日
朝
鮮
人
の
運
動
に
、「
公
費
」を
た
て
に
管
理

運
営
や
教
員
人
事
、教
育
内
容
に
踏
み
込
も
う
と
す
る
日

本
政
府
、そ
し
て
そ
の
は
ざ
ま
に
置
か
れ
た
地
方
行
政
機

関
と
い
う
三
者
の
せ
め
ぎ
合
い
を
、緻
密
な
論
証
で
明
ら

か
に
す
る
。

特
に
京
都
府
・
京
都
市
を
中
心
に
、東
京
都
・
神
奈
川

県
・
愛
知
県
・
大
阪
府
・
兵
庫
県
・
岡
山
県
・
広
島
県
・

山
口
県
の
各
自
治
体
に
残
さ
れ
た
史
資
料
を
発
掘
し
、年

代
を
追
っ
て
変
容
す
る
行
政
の
対
応
を
検
証
し
た
労
作
！



注文カード
帖合・貴店名

注文数

〈八木書店経由〉

お名前

お電話番号

注文　　　年　　　月　　　日

冊

発
行
＝
六
花
出
版

　著
＝
松
下
佳
弘

◉
弊
社
は
注
文
制
で
す
。
お
近
く
の
書
店
へ
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

　お
急
ぎ
の
場
合
は
小
社
に
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
電
話
0
3（
3
2
9
3
）8
7
8
7

　F
a
x 

0
3（
3
2
9
3
）8
7
8
8

　電
子
メ
ー
ルin

fo
@

rikka
-p

re
ss.jp

I
S
B
N
9
7
8
-
4
-
8
6
6
1
7
-
1
0
3
-
6

定
価
◉
本
体
四
、〇
〇
〇
円
＋
税

朝
鮮
人
学
校
の
子
ど
も
た
ち

戦
後
在
日
朝
鮮
人
教
育
行
政
の
展
開

2020/9

松
下
佳
弘
（
ま
つ
し
た
・
よ
し
ひ
ろ
）

一
九
四
八
年 

長
野
県
に
生
ま
れ
る

一
九
七
〇
年 

京
都
市
立
小
学
校
教
員
（
市
立
小
学
校
六
校
と
教
育
委
員
会
に
勤
務
）

二
〇
〇
八
年 

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
入
学

二
〇
一
〇
年 

同
修
士
課
程
修
了
（
以
後
、
聴
講
生
）

二
〇
一
八
年 

京
都
大
学
博
士
（
教
育
学
）
取
得

現

　
　
　在

　（公
財
）
世
界
人
権
問
題
研
究
セ
ン
タ
ー
登
録
研
究
員

著者紹介

序
章第

一
節 

本
書
の
課
題
と
研
究
の
視
点

第
二
節 

登
場
す
る
主
な
主
体

第
三
節 

先
行
研
究

第
一
部 
朝
鮮
人
教
育
に
対
す
る
行
政
措
置
と
そ
の
執
行

第
一
章 

朝
鮮
人
教
育
施
設
の
開
設
と
行
政
当
局
の
対
応

一
九
四
五
年
九
月
〜
四
七
年
一
二
月

第
一
節 

急
増
す
る
朝
鮮
人
教
育
施
設
と
占
領
軍
・
文
部
省
の
動
向

第
二
節 

京
都
府
内
の
朝
鮮
人
の
教
育
状
況

第
三
節 

広
島
県
に
お
け
る
教
育
施
設
へ
の
関
与

第
二
章 

学
校
に
対
す
る
行
政
措
置
の
枠
組
み
と
執
行

一
九
四
八
年
一
月
〜
四
九
年
三
月

第
一
節 

措
置
の
成
立
と
法
的
枠
組
み

第
二
節 

二
通
達
直
後
の
府
県
の
動
向
と「
五
・
五
覚
書
」

第
三
節 

京
都
府
と
朝
鮮
人
団
体
と
の「
京
都
覚
書
」

第
四
節 

「
京
都
覚
書
」後
の
京
都
府
・
市
の
措
置

第
三
章 

教
育
費
の
公
費
支
出
を
め
ぐ
る
攻
防
一
九
四
九
年
四
月
〜
九
月

第
一
節 

私
立
学
校
の
公
費
支
出
問
題
の
展
開

第
二
節 

教
育
費
問
題
の「
政
治
的
解
決
」

第
三
節 

京
都
府
の
特
別
学
級
問
題
の
ゆ
く
え

第
四
章 

朝
鮮
人
学
校
閉
鎖
措
置
の
法
的
枠
組
み

一
九
四
九
年
一
〇
月
〜
一
一
月

第
一
節 

閣
議
決
定「
朝
鮮
人
学
校
処
置
方
針
」

第
二
節 

学
校
に
対
す
る
措
置
と
問
題

第
三
節 

教
職
員
に
対
す
る
措
置
と
問
題

第
五
章 

学
校
閉
鎖
措
置
の
執
行
一
九
四
九
年
一
一
月
〜
一
二
月

第
一
節 

京
都
府
で
の
行
政
側
の
対
応

第
二
節 

各
種
学
校
京
都
朝
鮮
梅
津
学
校
の
認
可

第
三
節 

各
種
学
校
京
都
韓
国
学
院
の
認
可

第
四
節 

措
置
直
後
の
動
向

第
二
部 

一
九
五
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
公
立
学
校
の

朝
鮮
人
教
育

第
六
章 

公
立
朝
鮮
人
学
校
・
分
校
の
開
設

　東
京
都
・
兵
庫
県

第
一
節 

公
立
学
校
へ
の
受
け
入
れ
を
め
ぐ
る
国
の
方
針
と
地
方
の

対
応

第
二
節 

東
京
都
立
朝
鮮
人
学
校

第
三
節 

兵
庫
県
に
お
け
る
公
立
小
学
校
分
校

第
六
章
補
論

　四
府
県
に
お
け
る
公
立
朝
鮮
人
分
校
開
設
の
経
緯

第
一
節 

神
奈
川
県

第
二
節 

大
阪
府

第
三
節 

岡
山
県

第
四
節 

山
口
県

第
七
章 

愛
知
県
に
お
け
る
朝
鮮
人
学
校
の「
完
全
閉
鎖
」を
め
ぐ
る
攻
防

第
一
節 

小
坂
井
町
に
お
け
る
閉
鎖
措
置

第
二
節 

名
古
屋
市
に
お
け
る「
分
教
場
」の
開
設

第
三
節 

朝
鮮
人
学
校「
完
全
閉
鎖
」に
至
る
プ
ロ
セ
ス

第
八
章 

京
都
府
に
お
け
る
公
立
小
学
校「
朝
鮮
学
級
」の
開
設
と

京
都
朝
鮮
中
学
の
設
置
認
可

第
一
節 

京
都
市
立
小
学
校
に
お
け
る
朝
鮮
人
教
育
を
め
ぐ
る
攻
防

第
二
節 
京
都
市
立
養
正
小
学
校「
朝
鮮
学
級
」

第
三
節 
京
都
朝
鮮
中
学
の
各
種
学
校
認
可
取
得

第
四
節 

「
朝
鮮
学
級
」の
位
置
と
性
格

終
章

資
料
篇

朝鮮人学校の子どもたち 戦後在日朝鮮人教育行政の展開│目次


